
−15−

2015. 11  Vol. 24  No. 6

道路土工構造物技術基準の制定

　現在、馴染んできている性能規定型設計
の契機は、1995年阪神淡路大震災である。
そして、数多くの基準類の中で、最初に性
能規定型の技術基準に移行したのが道路橋
示方書であり、他の基準類も追随し、現在
に至っている。そして、道路土工構造物に
関係する道路土工要綱なども、性能設計の
主旨を取り込んだ改訂がされているが、こ
れまでは道路橋のような遵守すべき技術基
準の扱いではなかった。
　しかし、2015年３月に国土交通省道路局
により「道路土工構造物技術基準」が制定
された。同技術基準は、道路橋など、道路
施設に係わる技術基準の最後の制定である
が、先行する基準に倣いながらも、従来の
基準には無い、新たな姿勢も明示されてい
るのが特徴である。
　従来に倣った点は、安全性、供用性および
修復性に基づく、性能１、性能２および性能

３の性能の区分であり、地震動の作用はレ
ベル１およびレベル２が想定されている。
　一方、新たな視点は、土工構造物は他の
構造物と密接に関係しているので、土工構
造物の性能と土工構造物に連続する構造物
の性能とを整合させて、道路のネットワー
ク機能を重視している点である。また、設
計基準ではあるが、土質材料の不確定性な
ど、土工構造物の特異性から、施工におい
て、設計で前提とする性能を満足すること
が明示された点である。
　今後、新設又は改築される道路土工構造
物は、上記の技術基準に従うことになる
が、土工構造物に固有な“見なし”に流さ
れず、新たな視点で技術基準を遵守し、安
全・安心の道路づくりに努めるとともに、
技術開発で英知を出すことが望まれる。
　なお、技術基準に関わる下記のセミナー
がありますので、ご案内します。
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◆土工構造物の防災を考える技術セミナー
開催日時・場所
　【新潟】平成27年11月27日（金）13:00 -17:00　新潟市中央区新光町６−１　興和ビル　10F 
　【仙台】平成27年12月11日（金）13:00 -17:00　仙台市青葉区本町２−12−７　ハーネル仙台　２F 

プログラム
講演１ 道路土工構造物技術基準の制定 　国土交通省 道路局国道・防災課　企画専門官　志々田武幸
講演２ 【北陸】新潟地方の道路防災の現在と将来（仮）同　北陸地方整備局　道路調査官　小山　浩徳 

【仙台】仙台地方の道路防災の現在と将来（仮）同　東北地方整備局　道路調査官　大江　真弘
話題提供　土工構造物の防災に向けて&技術基準を契機とした研究開発の方向
　　 土工構造物の性能向上技術普及研究会　WG主査

共催：一般財団法人土木研究センター・一般財団法人災害科学研究所

●詳細は、土木研究センターのHP（http://www.pwrc.or.jp/）の「お知らせ」を参照のこと。
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